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スロースリップのシミュレーションスロースリップのシミュレーション

●プレート境界上の印加
せん断応力と摩擦力の釣
り合いによる準静的モデ
ル。

●速度・状態依存
摩擦構成則

●発展則は slip law

●3次元プレート境界形状

での、半無限弾性体にお
けるすべり応答関数

●パラメータの空間分布
は右図のとおり



スロースリップ発生時のすべり速度分布スロースリップ発生時のすべり速度分布
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Dieterich(1994)Dieterich(1994) のモデルのモデル

where

R : seismicity rate
r : steady-state reference seismicity rate
Sr: reference stressing rate
γ : state variable
σ : effective normal stress
τ : shear stress
A,α : fault constitutive parameters
μ : coefficient of fault friction
t : time

˙
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スラブ内の
地震発生率の
変化率

プレート境界の
すべり速度

スラブ内の
応力変化率
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浜名湖直下のフィリピン海スラブ内における
シミュレーションによるストレス変化と地震活動変化
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陸側地殻内の
地震発生率の
変化率

プレート境界の
すべり速度

陸側地殻内の
応力変化率
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フィリピン海スラブ内の地震活動



陸域地殻内の地震活動



まとめまとめ
• 東海地域の長期的スロースリップのシミュレーションモデル
を基に、Dieterich(1994)のモデルを用い、地震活動変化を

予測した。

• シミュレーションモデルのスナップショットから、スロースリッ
プに伴い浜名湖直下のフィリピン海プレートスラブ内の地震活
動度は減少、その東側領域で増加が予測されるが、観測され
た地震活動変化は整合的であった。

• シミュレーションから、スロースリップに伴いスロースリップ
域の東側に隣接する陸域の浅い地震活動の増加が予測され
るが、スロースリップの期間中には顕著な地震数の増加は観
測されていない。

• 陸域の活動について、予測と観測の違いの原因は、モデル
化した応力以外の応力変化の寄与、レシーバ断層面や摩擦
パラメータの設定が適切でないこと、などが考えられる。
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